
AWARD 5 川 崎 市 生 産 性 向 上・ 働 き 方 改 革  表 彰 企 業 の 取 組

エレックス工業株式会社
業　　種
代 表 者
所 在 地
従業員数

 
製造業・電子機器製造業
代表取締役　内藤 岳史
川崎市高津区新作1-22-23
34名（男性23名、女性11名）

  
 
 

レーザーマーカー導入による生産性向上

働き方改革の推進

レーザーマーカー遮蔽用BOXの自社開発

働き方改革の取組を本格化させ、土日出勤ゼロ、2年前からは夜9時以降は原則残業禁止等の取
組により、女性社員の残業時間は完全ゼロ(女性は主に製造や総務・手配事務など担当)、全社員を
平均しても一人あたり残業時間は月5時間程度に収まっています。

自作しているレーザーマーカー遮蔽用BOXは、レーザーマーカーを
使用する他社へ販売できる可能性があり、単なる業務改善だけでは
なく、新たな事業への展開を図ることにも繋げられています。

企 業 紹 介

M E S S A G E

レーザーマーカー

刻印した商品

生 産 性 向 上 に 向 け た 取 組

働 き や す い 職 場 づ く り に 向 け た 取 組
働 き や す い 職 場 づ く り に 向 け た 取 組

AWARD 6 川 崎 市 生 産 性 向 上・ 働 き 方 改 革  表 彰 企 業 の 取 組

上代工業株式会社
業　　種
代 表 者
所 在 地
従業員数

 
製造業・金属製品製造業
代表取締役　上代 正勝
川崎市高津区下野毛1-11-23
63名（男性51名、女性12名）

  
 
 

手書きの日報の電子化

情報共有を円滑化させる取組

情報端末(iPod touch, iPad)を導入し、社内情報の一元化・業務の
効率化に取り組んでいます。従来、進捗管理は工場内の黒板で行
っていましたが、帳票類をバーコードで読み取り、データを一元化
する体制を構築することで、各作業者が移動することなく業務進捗
を把握できるようになりました。(月間約90時間の時間短縮、情報
共有化による情報伝達の齟齬等の防止) 

加工情報を共有することで品質を一定に保つことが可能となり、人材育
成に繋がる取組となっています。各社員が情報端末のコミュニケーショ
ン機能を活用することで、情報共有を円滑化させる取組を進めており、IT
ツールの活用による生産性の向上や、残業抑制に向けた社員の意識改
革により、会社全体として時間外業務が減少傾向にあります。

従業員が働きやすい環境整備
有給の取得率も50%から70%に向上しています。また、福利厚生の充実化、リフレッシュルームや
ジムスペースを設置するなど、働き方改革に併せて取り組んでいます。

専務取締役

M E S S A G E

上代　健一 さん

全社員に貸与している携帯端末

電子化された日報

生 産 性 向 上 に 向 け た 取 組

代表取締役
内藤　岳史 さん

部品へ付番する補助作業にレーザーマーカーを導入
することで、従来テプラ貼付による手作業等に要してい
た作業時間を52％削減（月20.4時間から9.7時間へ
10.7時間の削減）、テプラの材料コストなど月5.4万円
の削減を実現し、生産性を向上させました。

企 業 紹 介
弊社は1971年会社設立。川崎の地の利を得て、まもなく50
周年を迎える金属製品加工の会社です。一般板金から製
缶板金まで幅広く扱い、最先端のレーザー設備の導入によ
り生産効率の高いものづくりを実現しています。また、熟練
した職人の技術により品質を確保することで、お客様に質
の高い製品を提供させて頂いております。

コンピュータ関連機器の開発を行っており、通信機器、
放送機器、観測機器、解析装置などの開発に40年以上
にわたり携わってきました。ハードウェア、ソフトウェア
の両面に長所を持ち、近年では宇宙開発やIoTなどの開
発にも力を入れてきました。昨年にはブラックホール撮
影の望遠鏡システム開発でも話題に。常に新技術に挑
戦しています。

弊社の現場はアナログに頼る時代が長く続いてきました。
納期、技術標準化、品質管理、進捗状況。社内で伝えたい
情報が山のようにあるにもかかわらず、正確・迅速・平等
に作業者間へ伝わっておらず、情報の伝達共有・管理は課
題となっていました。情報端末の導入、ITツールの活用に
より問題点は飛躍的に革新しましたが、今後、更なるIT化
を進めて「ものづくり」の考え方を見直し、生産性の向上、
働きやすい環境を作っていきたいと思います。

川崎市には日本の技術を支えている企業がたくさんあ
ります。川崎の企業が多く成長していくことが、日本をよ
り発展させていく大きな原動力になると考えます。成長
の為には時代の変化に対応することが必要ですが、生
産性向上そして働き方改革というキーワードに対して積
極的に挑戦していくことがより良い未来に対しての近道
になるかもしれません。川崎の企業の力を日本に、そし
て世界に示していけたら楽しいですね。
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